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ハウス、トイレの積み降ろし作業時の、

脚立・屋根からの転落に注意しましょう

積み降し作業中の、

荷台からの墜落・転落に注意しましょう

飲酒運転 夜間よりも、

「出勤時間帯」の逮捕者が増加

橋の工事現場 60メートル下に転落、死亡

突風にあおられ・・・

労働災害防止を推進する看板を撤去する作業をしていた

２０２０／７／２（木） ２１：２６

２日午前１０時４５分ごろ、神奈川県の新東名高速の橋脚工事現場で、会社員の男性（６９）が道路脇から約

６０メートル下に転落し、病院に搬送されたが全身を強く打っており、約２時間後に死亡が確認された。警察に

よると、男性は事故当時、同僚と２人で労働災害防止を推進する看板を撤去する作業をしていたという。同署は

男性が突風にあおられ、高さ約１メートルの転落防止用柵の外に飛ばされた可能性が高いとみて調べている。

朝6時 酒気帯び運転

「家が近いから大丈夫だと思った」

酒気帯び容疑で逮捕

２０２０／７／３（金） １３：３３

酒気帯び状態で車を運転したとして、警察は３日、道交法違反容疑で容疑者（３６）を現行犯逮捕した。容疑を

認め、「家が近いから大丈夫だと思った」と供述しているという。逮捕容疑は３日午前６時１５分ごろ、神奈川県の

路上で酒気帯び運転し、歩道上のポールに衝突した疑い。


